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今月の肝胆膵画像の特集は，「肝細胞癌と鑑別を要する多血性
腫瘤」である．多血性腫瘤の代表的なものは肝細胞癌や転移性
肝癌，胆管細胞癌などの悪性腫瘍が多い．これらと良性多血性
病変を鑑別することが，この特集号の大きな目的である．肝細
胞癌と他の腫瘍との鑑別においては，背景に慢性肝疾患や肝炎
ウイルスが存在するかどうかが鑑別の1つのきかっけとなる．
本号では，CT，造影エコー，MRIでその鑑別へのアプローチが
示されているが，取り分け2008年に発売されたEOBプリモビ
ストによるOATP1B3(OATP8)の分子イメージングがこれら
の鑑別において極めて有用であることが示されている．

FNHは従来，正常肝に発生する車軸状を有するものが特徴
的であったが，FNH like lesionのようにアルコール性肝疾患
に発生する場合も存在する．なかでも，OATP1B3を欠如する

FNH-like lesionと肝細胞癌との鑑別は画像的には不可能と言
わざるえない．いずれにしても，EOB-MRIの登場は肝画像診断
の領域における鑑別診断能を一気に進歩せしめた極めてエポッ
クメーキングな出来事であった．今後このEOB-MRIを用い
て，多くの症例が集積され，良性多血性病変が正しく診断され
ることが望まれる．
思い返してみれば2007年のソナゾイドの発売，2008年の

EOBプリモビストの発売は肝画像診断において，大きなブレー
クスルーとなる検査法の登場であった．また，2009年には治療
においてソラフェニブが登場し，肝癌の治療のパラダイムを変
化させ得る可能性があると期待される．しかしながら最近の
2010年，2011年，2012年には新たな肝癌に対するエポックメー
キングな薬剤は診断薬，治療薬ともに登場していない．いわば，
この期間は上記の新しい診断と治療の薬剤の有用性と限界を検
証する期間であったと言える．2013年には，ドラスティックで
はないにしても，CTやMRI，超音波装置の進歩が期待されて
いる．また，ソラフェニブ以外の新たな分子標的薬の登場も期
待されている．肝疾患領域，肝腫瘍性疾患領域においてこれら
診断・治療の新しいモダリティが診療の場に早く登場し肝腫瘍
の診療がさらに進歩することを願ってやまない．

(工藤正俊)
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